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　全国の高速道路の広範囲に設置が予
定されている ITS スポットは、テレ
マティクスサービス、観光サービス、
物流サービス、駐車場・ガソリンスタ
ンド・ドライブスルー決済サービスな
ど、多目的サービスへの応用が可能と
なるように拡張性が考慮されており、
『スマートウェイサービス』の本格運
用が開始した今、様々なビジネスモデ
ルの展開の可能性を検討することが強
く求められている。
　DSRCの通信基盤を活用したビジネ
スチャンスの拡大及び普及促進を図る
ため、官民のオープンなパートナー
シップの基に、『DSRC（スポット通
信）サービス連絡会』を設立し、
DSRC応用サービスの早期実現に向け
て検討を行っているので、その取り組
みについて紹介する。

１ 　 はじめに

　平成21年度補正予算における道路分
野の ITS 関連予算は250億円にのぼり、
国土交通省では、2010年末までに全国
の高速道路の本線上及び SA/PAと一
部の道の駅に1,630基の ITS スポット
を設置し、広域な道路情報提供や IP
接続サービス等の公共サービスを先行
的に行い、今後の全国展開に向けた検
証を計画している。
　今回設置される ITS スポットは、

全国の主要な高速道路本線上及び
SA/PA・道の駅に設置されることか
ら、民間レベルでの幅広い分野への利
用が望まれている。民間分野における
各種サービスの拡大、ITS スポット対
応車載器の普及促進イメージを図１に
示す。
　民間サービスの立ち上げに先駆けて、
国内のサービス事業者や主要メーカか
ら広く意見を聞くため、『DSRC（ス
ポット通信）サービス連絡会』を設立
し、観光、物流、決済等の各分野にお
けるビジネスモデルの検討を行ってい
る。
　参画している事業体は、高速道路、
旅行代理店、ショッピングモール、駐
車場・不動産、鉄道、電力、ガス、広
告代理店、運送・物流、タウン誌・新

聞社、自動車メーカ、ナビメーカ、電
機メーカ、コンサル、自治体 ･国土交
通省等の多岐に亘っており、自動車
サービス、観光サービス、物流サービ
ス、決済サービスの４つのWGに分
けて検討を実施している。

２ 　各ＷＧの活動状況

（１）自動車・観光サービス

　自動車サービスWG、観光サービス
WGの各メンバーから広くサービスメ
ニューのアイデアについて意見招請を
行い、利用シーン毎にアイデアの整理
を実施した後、現行のDSRC通信仕
様で実現可能なアイデアと仕様変更
（拡張含む）を伴うアイデアに分けて
検討を進める技術的ロードマップを作

REPORT

ＤＳＲＣサービス普及促進に向けて
～ＤＳＲＣ（スポット通信）サービス連絡会の設立～

ITS・新道路創生本部　浜田 誠也　大野 久支

図１　DSRC普及促進のイメージ（国土交通省説明資料より）
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カテゴリー サービスの対象 期待される効果 DSRCによるサービスメニュー

カテゴリーⅠ
高速道路本線、
SA/PAでのサー
ビス提供

◆高速道路事業者
◆�物流事業者、高
速バス事業者

◆�高速道路一般
ユーザー

１�）道路管理の効
率化

２�）ビジネスの効
率化

３�）高速道路利用
者の利便性・快
適性の向上

４�）ビジネスチャ
ンスの創出

①車載器プローブ情報収集
②�車両情報収集（CAN含む）
③�目的地までの所要時間予測／提供
④�進行方向上のSA・PAリアルタイム情
報提供（駐車場満空情報、レストラン混
雑状況　etc）

⑤�出口 IC付近の情報提供（観光地情報、
お土産情報、周辺道路混雑状況、駐車場
満空情報　etc）

⑥�本線合流付近の道路状況映像提供
⑦ �SA/PA 内施設の情報提供（施設案内、
イベント情報、etc）

⑧ �SA・PAの空きエリアへの誘導

カテゴリーⅡ
沿線事業者との連
携によるサービス
提供

◆�高速道路沿線事
業者

◆�高速道路沿線施
設利用者

１�）高速道路利用
者の利便性・快
適性の向上

２）�ビジネスチャ
ンスの創出

⑨�路外 PA（スマートPA、まちかど eサー
ビス）

⑩�パーク＆ライド駐車場入出庫管理
⑪�商業施設等における割引サービス（高速
道路利用料金の割引　etc）

カテゴリーⅢ
民間サービスの展
開・普及促進

◆民間事業者全般
◆�民間事業者の顧
客

１�）民間施設利用
者の利便性・快
適性の向上

２�）ビジネスチャ
ンスの創出

⑫インターネット接続サービス（Hotspot）
⑬ �IP 電話の提供
⑭�カーナビ地図情報の更新
⑮�駐車場での広告配信
⑯ �EV充電施設の場所および使用状況の提
供

⑰�高速バスの空き座席数をDSRCで収集、
停留所及びWeb 等で提供

⑱�空港バス（車内）にて発着便の運行情報
を提供

⑲�施設の予約
⑳�目的地までの案内看板連動情報提供

表１　DSRCによる自動車・観光サービスメニュー（案）成した。
　抽出したアイデアの事業展開イメー
ジを、高速道路本線上と SA/PAで提
供するサービス（カテゴリーⅠ）、道
の駅や立寄り施設等の高速道路沿線事
業者との連携によるサービス（カテゴ
リーⅡ）、さらなる民間サービスを普
及促進するサービス（カテゴリーⅢ）
にカテゴリーを分けて、サービスメ
ニューを整理した。整理した結果を表
１に示す。
　タウン誌発行やナビゲーション総合
ガイド、テレマティクス等の事業者か
ら事業スキーム等についてヒアリング
を行い、抽出したアイデアについてビ
ジネスモデルを検討し、車両プローブ
データの収集・編集の方法や観光情報
等の配信する情報の収集方法及び観光
DBの構築等バックヤードを含めた具
体的なスキームを検討するなど深度化
を図った。
　検討結果を基に整理した自動車・観
光サービスのスキーム（案）について
図２に示す。
　自動車・観光サービスの早期実現に
向け、具体的な地域を想定した実証実
験アイデアについて意見招請を行い、
観光情報、割引情報・イベント情報等
地域限定情報など情報配信に関する実
証実験を計画中である。
（２）物流サービス

　物流事業者（物流ソリューション事
業者）及び物流事業有識者からヒアリ
ングを行い、物流事業者が抱える問題
点について現状分析を実施し、DSRC
（スポット通信）の利用により、車両
動体監視による配送計画の最適化、配
達時間の精度向上、交通安全支援・指
導及びうろつき運転抑制によるCO2削
減効果などの課題解決の可能性につい
て検討を実施した。
　各メンバーに物流サービスのアイデ
アについて意見招請を行い、抽出した
アイデアの事業展開イメージについて、

図２　自動車・観光サービスのスキーム（案）

表１は手入力です
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車両プローブ情報の収集（カテゴリー
Ⅰ）、荷捌きの効率化（カテゴリーⅡ）、
物流ネットワークの高度化（カテゴ
リーⅢ）にカテゴリー分けして整理し
た。整理した結果を図３に示す。
　物流サービスアイデアの意見招請結
果及び整理した事業展開イメージを基
に、車両プローブ情報（GPS、速度 ･
加速度、時間、温度等）の収集、車両
情報のデータベースへの蓄積、データ
の加工・編集、物流サービスコンテン

図３　物流サービスの事業展開イメージ

ツの作成、コンテンツの配信など、情
報の流れと関係性を整理して物流サー
ビスのスキーム（案）を作成した。図
４に示す。
　物流サービスの早期実現に向け、高
速道路上の物流支援サービスに関する
実証実験を計画中である。
（３）決済サービス

　駐車場、ガソリンスタンド、電気自
動車チャージスタンド、ドライブス
ルー等の決済サービスに関するアイデ

アについて、各メンバーから意見招請
を行い、利用シーン毎に課題と対策案
の整理を実施し、システム構成及びス
キームの検討を実施した。
　決済システムの標準的なシステム構
成について、図５に示す。
　決済サービスに関する機能構成及び
機能間の通信仕様等の技術的な検討に
ついては、HIDO自主研究『車利用型
EMV決済に関する技術検討会』の中
でガイドライン化等策定しており、駐

図４　物流サービスのスキーム（案）

センター運営機関
・�ITS スポット対応車載器より
吸い上げられた情報の管理
・�データベースへのアクセス権
限の管理
・�車載器へ提供する情報の管理
物流ソリューション事業者
・�センターで管理されている
データベースをもとに物流事
業者向けのサービスを提供
物流事業者
【パターン１】
・�物流ソリューション事業者の
サービスを購入
【パターン２】
・�センターで管理されている
データベースをもとに独自で
コンテンツを作成

図４の左のみ手入力です
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図５　決済サービスのシステム構成

車載器 路側機 アプリケーション装置 EMV装置（POS）

サービス事業者機器

路車間通信
（DSRC）

統合サーバ

・駐車場
・ガソリンスタンド
・ドライブスルー
・電気自動車チャージスタンド　等
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車場決済サービスに関しては、国土技
術政策総合研究所共同研究『DSRC通
信を利用した車利用型EMV決済シス
テムに関する共同研究』の中で、2010
年末に実証実験を予定しているため、
本WGでは駐車場決済以外の決済
サービスに関するビジネスモデルの検
討を進め、ドライブスルー決済におい
ては、日本マクドナルド社と共同で
『スポット通信を利用したドライブス
ルー実証実験』共同研究会を立ち上げ
た。
　ドライブスルー実証実験の狙いとし
ては、顧客集中時間帯の待ち時間短縮
による渋滞緩和とCO2削減、接客時間
短縮による顧客回転率の向上等の効果
が見込まれ、さらに大型ファースト
フードチェーン店への導入を果たすこ
とにより、DSRCによる決済サービス
の普及促進を図る。
　実証実験イメージを図６に示す。
　実証実験は、広く共同研究者を募っ
てパートナーシップを設立し、システ
ムの技術的な評価、ドライブスルー決
済スキームの有効性検証、モニタ調査
による顧客満足度の調査を実施する。
　共同研究に関する役割分担（案）に
ついて表２に示す。

項　　　目 担　当（案）

①　機器・システムの準備

□ ITS スポット対応車載器の調達 ITS スポットメーカー各社

□ ITS スポットの設置 ITS スポットメーカー各社

□ �POS端末の改造（インタフェース追加） クレジット決済装置メーカー各社

□EMV決済装置の構築 クレジット決済装置メーカー各社

□統合サーバの構築 HIDO

②　画面等コンテンツ及び実装機能作成

□ ITS 車載器向けコンテンツの編集
　�【実験用メニュー画面、クーポン情報提供画面等作成】

日本マクドナルド社協力による

□統合サーバ処理
　�【クレジット決済処理、クーポン・ポイント管理処理　等】

HIDO

③　実験実施、評価・検証

□広報・PR HIDO・関係機関が協調して実施

□評価・検証 HIDO

□モニター募集・調査 HIDO

表２　ドライブスルー実証実験に関する役割分担（案）

図６　ドライブスルーにおける実証実験イメージ

図５と表２は手入力です
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３ 　問題点と今後の展開

　『DSRC（スポット通信）サービス
連絡会』では、官により整備される
ITS スポットの民間利用を推進する目
的で設立し、自動車サービス（テレマ
ティクス等）、物流サービス、観光
サービス、決済サービスのビジネスモ
デルを検討してきたが、一般道路への
ITS スポットの設置展開が不透明であ
るため、豊富にアイデアはあるものの
現状では限定的なものとなってしまっ
ている。
　また、通信インフラとしては、携帯
電話やインターネットが広く普及して
おり、地域のカバー率が高いことや
GPS 関連のコンテンツも豊富である
ことから、他メディアとの融合も考慮
しつつ、DSRCの特長である通信費が

無料であること、ITS スポット対応車
載器は蓄積・地点再生機能を有してい
るため速達性、随時性、戸口性に優れ
た自動車に適していることを活かし、
出かける前にインターネットで検索、
高速道路ではDSRCで情報取得、立
寄り先では携帯電話といった利用シー
ンに合わせて住み分けが可能となる。
　これらの特長を活かしたビジネスモ
デル及び事業スキームの検討を進め、
共同研究及び実証実験を重ねることに
より、DSRCの普及促進を図ることが
重要である。
　今後計画されている官サービス及び
民サービスに関する実証実験・サービ
スの本格運用と標準化作業のスケ
ジュールについて、図７に示す。

図７　DSRC（スポット通信）サービス導入スケジュール

４ 　おわりに

　いよいよ本年度末から ITS スポッ
トの本格導入が開始され、様々なアプ
リケーションの展開が可能となってく
る。広域道路交通情報の提供や車両プ
ローブ情報の収集等の官サービスから
開始されるが、それだけでは宝の持ち
腐れであり、民サービスの早期立ち上
げが望まれている。
　『DSRC（スポット通信）サービス
連絡会』では、様々な業界の多数の有
識者の方々に参画いただいており、貴
重なご意見やアイデアをいただいてい
る。是非とも実証実験に結びつけ、
ITS スポット、ITS スポット対応車載
器の普及や有益な民サービスの立ち上
げに寄与していきたい思いが募る。
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参加機関リスト（平成23年２月末現在）（１/３）

※○なし企業・団体は、全体総会のみ参加等
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参加機関リスト（平成23年１月末現在）（２/３）

※○なし企業・団体は、全体総会のみ参加等
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参加機関リスト（平成23年１月末現在）（３/３）

※○なし企業・団体は、全体総会のみ参加等
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